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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・馬場　武夫様～排便-7日目。主治医：金Dr.へ報告し、便秘時IFオーダーとしてピコスルファートNa　10～15滴の指示と同薬1本処方。本日グリセリン浣腸60ml施行の指示と処方を頂いている。

・小笠原　ミネ様～本日排便-6日目。本人へ確認にて浣腸希望あり。主治医本日不在にて田名部Dr.へ報告し、グリセリン浣腸60ml　1本処方・施行の指示となっている。

・前田　忠弘様～本日排便-7日目。主治医本日不在にて田名部Dr.へ報告し、グリセリン浣腸60ml　1本処方・施行の指示となっている。

・赤石　陽介様～本日15:00～母様来院され、本人様を除いて主治医面談実施(小屋敷PSW、松舘同席)。今後の方向性としては

・中山　真由美様～便秘時IFオーダー無し。主治医：深澤Dr.へ報告し、便秘時センノシド(12)2Tの指示と同薬10回分処方となっている。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・小笠原　ミネ様～10:00東Cユニット6号室→南Cユニット203号室へ転出。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。ナースステーションや他室侵入多く、介入行っているが同行為頻回にあり、15分程度で終了する。自室では脱衣行為や不潔行為あり、介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。食事は拒否なく朝、昼摂取する。対面時は穏やか。午後はスタッフが付き添い、私物整理やオヤツの摂取をして過ごす。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・橋本　とし様～食事摂取出来ており、身体不調の訴え無く、静かに臥床されている。

・前田　忠弘様～食事は全量摂取され、服薬拒否無し。叫ぶ→自己排痰→叫ぶを繰り返している。

・木村　美智子様～酸素5Ｌにて酸素飽和度100％で経過。10：00酸素4Ｌへ変更。適宜吸引し、淡黄色粘稠痰多量に除去している。両上肢や左下肢の浮腫あり。痙攣発作なし。14：20左側臥位へ体位変換後、酸素飽和度71％まで低下あり。酸素飽和度の回復ない為、酸素7Ｌへ変更。ゆっくり回復見られ、15：10酸素飽和度90％前半で安定した為酸素5Ｌへ変更している。

＜皮膚科診察情報＞
・沼畑　勲様～同前処置。

・木村　美智子様～同前処置。ソフラチュール７枚処方。

・中村 留理子様～同前処置

・若沢　理子様～同前処置。

・栗澤　みつ子様～同前処置。

・澤口　利香様～同前処置。

・水梨　孝純様～同前処置。皮膚切除。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～診察時、主治医より飲水量を守るよう説明を受けている。退院に関する訴え聞かれ、父からは実家に帰ってくるのは駄目だと言われた、5月のＧＷまでに退院の目途を…、グループホームに行きたい為、見学をしたい等話している。主治医よりグループホームの見学はまだ早い事伝えている。臨時薬は同内容で7日分処方となっている。

・立花　圭様～Ａユニットがうるさいと環境への不満を訴えている。病室の調整が付き次第、療養環境の変更を検討していく事を説明され、了承している。臨時薬は同内容で7日分処方となっている。

・小笠原　久年様～診察の声掛けに拒否なく診察室まで移動している。苛々はないと話しているは幻聴(キーパーソン)はあるとのこと。幻聴の内容について確認するが呂律不良さあり、聞き取れない。

・小澤　和子様～Ａユニットにて診察実施。主治医の声掛けには高い声で返答している。タクシーに乗って退院したい等話している。臨時薬はオランザピン20㎎→10mgへ減量、アリピプラゾール12㎎開始となり、他同内容で7日分処方となる。

・若沢　理子様～診察時、自室のベッドに座り、窓の外を見ている。主治医の声掛けには主治医と目線を合わせ、話をする事出来ている。外に行きたい、(施設スタッフは)面会に来ないのか等話している。また、枕から髪の毛の束を出し、「髪が抜けるんです。」と話す事あり。主治医より髪を抜かないように説明している。

・赤石　陽介様～エビリファイ筋注後、体調の変化は無いと話している。次回の予定は3/31(水)と説明を受けている。本人より3/18(木)の退院希望聞かれている。3/20以降になると生活保護の受給が減額となってしまう事を理由にあげている。現在、精神症状も落ち着いているため、措置解除後に退院する事も可能であると説明。

・池田　康憲様～足が痛いと訴え聞かれており、夜間も眠れたり、眠れなかったりする為、眠剤は継続したいと話している。同室者への不満を訴えることがあり、調整していく事説明している。日中の活動について主治医へ確認し、OT実施の指示あり。

・丹内　栄子様～著変無し。

・山村　祐莉様～昨日、日中寝ていた為、夜間は眠れなかったと話している。気分は落ち着いてきたとの事。主治医よりOTの参加可となっている。

・的場　舞様～夜間は休めたと話している。市民病院に入院前よりネットにてグッズの取引を行っているがお金の振り込みはされている為、商品の発送をしなければならない事、現在、子供が施設にいるが1歳を超えてしまう為、手続きをしなければならず、早く退院したいと話している。母様が勝手に生活保護の申請をしているが退院後は就労をするつもりだと話している。生活保護に関しては月の収入が10万円以下との事で主治医より説明をしている。

・安達　貴浩様～著変無し。

・藤井　孝蔵様～著変無し。

・袴田　隆裕様～臨時薬はチミペロン9mg→6mgへ減量、レキサルティ1mg追加となり、他同内容で７日分処方。

・城前　実様～著変無し。

・田中　敬様～臨時薬としてウルソデオキシコール酸錠50mg　3錠　3×毎食後が７日分処方となる。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.3.4　16:09
病　　室：東病棟Aユニット8号室
氏　　名：木村　正子(きむら　まさこ)様
生年月日：S25.8.2(70歳)
性　　別：女性
病　　名：統合失調症
入院形態：医療保護
主 治 医：田名部Dr

【経過】
本日16:00息子様と警察に伴われて来院する。R3.2.25からR3.3.1まで家を出ていて、行方が分からないでいた経緯あり。結局帰ってきてユートリーにいたことが分かったがR3.3.2からまた行方が分からなくなっていた為、当院に連絡あり、当院側からは捜索願を出すように指示していた。本日15時過ぎに息子様から連絡あり、ユートリーに今日もいた事が警察からの連絡で分かった。最近の家での様子として息子様に対しても素っ気無い態度があったり疎通を避けるようにしていたようである。診察時、特に興奮は無かったが、病識に欠ける言動が見られていて糖尿病治療に関しても普段はアンパン等の菓子を買い込んで食している生活であったようで管理出来ない状態であると考えられる。入院を要する状態であるが、本人に病識は無く、息子様より同意得て16:09東病棟Aユニット8号室へ医療保護入院となる。
